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Q　

こ
の
事
業
は
、
農
産
物
を
収
穫
す
る
際

の
労
働
力
確
保
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
本
年
度
で
終
わ
る
が
、
今
後
ど
う
な
る

の
か
。

A　

今
後
も
大
い
に
活
用
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
、
県
、
半
島
三
市
、
農
協
が
一
体
と
な

り
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

Q　

現
在
、
第
三
子
か
ら
保
育
料
が
無
料
だ

が
、
一
人
目
か
ら
無
料
に
す
る
と
、
市
の
負

担
は
ど
の
く
ら
い
増
え
る
の
か
。

A　

現
在
の
保
育
料
の
軽
減
額
は
約

五
千
四
百
万
円
だ
が
、
こ
れ
を
第
一
子
か
ら

実
施
し
た
場
合
、
新
た
に
三
億
四
千
万
円
程

度
が
必
要
と
試
算
し
て
い
る
。

Q　

多
額
な
財
政
負
担
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

取
り
組
む
姿
勢
が
な
い
と
、
人
口
減
少
に
歯

ど
め
が
か
か
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

A　

人
口
を
増
や
す
意
味
で
は
、
保
育
料
を

多
少
緩
和
す
る
こ
と
は
検
討
に
値
す
る
と
考

え
て
い
る
。

Q　

人
口
減
少
や
少
子
化
の
問
題
に
対
し
、

具
体
的
に
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

転
出
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
雇
用
の
場

の
確
保
や
技
術
習
得
な
ど
の
人
材
育
成
、
ま

た
、
住
ま
い
や
通
勤
に
対
す
る
支
援
を
行
う

と
と
も
に
専
門
学
校
等
の
誘
致
が
考
え
ら
れ

る
。
転
入
の
増
加
の
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
創
設
、
転
入
者
に
対
す
る
家
屋
の
改
修
費

用
や
引
っ
越
し
費
用
の
支
援
も
考
え
て
い
る
。

Q　

本
市
で
は
、
過
去
五
年
間
で
約
二
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
転
用
さ
れ
て
お
り
、

特
に
二
十
四
年
度
か
ら
急
激
に
転
用
が
ふ
え

て
い
る
。
農
業
委
員
会
と
し
て
は
転
用
を
厳

し
く
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A　

農
地
法
で
転
用
を
許
可
す
る
基
準
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
基
準
に
よ
り
申
請
が

出
さ
れ
た
場
合
は
許
可
を
出
さ
ざ
る
を
得
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

Q　

四
明
荘
や
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
が
あ
る
新
町

に
観
光
客
が
ふ
え
て
い
る
た
め
、
大
型
バ
ス

の
駐
車
場
確
保
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

A　

新
町
周
辺
に
は
な
い
が
、
近
隣
の
ゆ
と

ろ
ぎ
の
湯
の
駐
車
場
に
三
台
の
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q　

ふ
る
さ
と
納
税
は
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

A　

出
身
地
や
応
援
す
る
自
治
体
に
対
し
て

寄
附
す
る
と
、
寄
附
金
の
う
ち
二
千
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
上
限
ま
で
は

原
則
と
し
て
所
得
税
と
個
人
住
民
税
か
ら
全

額
が
控
除
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

Q　

寄
附
の
返
礼
と
し
て
ど
の
よ
う
な
品
物

を
送
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
選
択
で
き
る
か
。

A　

一
万
円
か
ら
十
万
円
ま
で
の
方
に
は
、

二
千
円
相
当
の
地
場
の
産
品
を
、
十
万
円
以

上
の
方
に
は
一
万
円
程
度
の
地
場
の
産
品
を

送
っ
て
い
る
。
選
択
制
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

Q　

還
元
率
と
ポ
イ
ン
ト
制
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

還
元
率
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
余
地
が

あ
る
と
思
う
が
、
ポ
イ
ン
ト
制
は
経
年
に
よ

る
問
題
点
等
が
あ
り
研
究
中
で
あ
る
。

Q　

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
て
、
島
原
の

魅
力
の
情
報
発
信
は
で
き
な
い
の
か
。

A　

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
と
合
わ
せ
て
、

観
光
や
歴
史
な
ど
、
島
原
の
魅
力
の
情
報
発

信
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Q　

浄
化
槽
の
設
置
状
況
と
普
及
率
、
設
置

に
対
す
る
補
助
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

平
成
二
十
五
年
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い

る
合
併
処
理
浄
化
槽
は
五
千
二
百
三
十
八

基
あ
り
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は

三
十
八
・
五
％
で
あ
る
。
補
助
の
対
象
は
、

五
人
槽
で
三
十
三
万
二
千
円
、
六
人
槽
か
ら

七
人
槽
で
四
十
一
万
四
千
円
、
八
人
槽
か
ら

五
十
人
槽
で
五
十
四
万
八
千
円
の
補
助
金
額

と
な
る
。

Q　

公
共
下
水
道
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

A　

公
共
下
水
道
だ
け
で
な
く
、
合
併
処
理

浄
化
槽
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
を
含
め

て
、
規
模
の
縮
小
や
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
市
の
負
担
が
小
さ
く
な
る
よ
う

な
検
討
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
も
う
し
ば
ら

く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

Q　

①
庁
舎
建
設
計
画
、
②
め
ぐ
り
あ
い
事

業
、③
子
供
の
携
帯
使
用
の
現
状
と
今
後
は
。

A　

①
年
内
に
設
計
業
者
を
選
定
し
、
平
成

三
十
一
年
か
ら
の
業
務
開
始
を
目
指
す
。
②

今
後
も
継
続
し
て
出
会
い
の
場
を
提
供
し
て

い
く
。
ま
た
、新
た
に
「
し
ま
ば
ら
ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
フ
応
援
事
業
」
も
始
ま
る
の
で
、
結
婚

か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

う
た
め
に
、
中
身
を
充
実
さ
せ
た
い
。
③
家

庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
大
事
な
の
で
、
指

導
を
徹
底
し
た
い
。

▼
島
原
市
の
魅
力
発
信
に「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
活
用
を

▼
地
域
労
力
支
援
シ
ス
テ
ム

構
築
推
進
事
業
に
つ
い
て

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
つ
い
て

▼
観
光
客
の
駐
車
場
確
保
に

つ
い
て

▼
公
共
下
水
道
・
浄
化
槽
設

置
に
つ
い
て
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▼
保
育
料
の
無
料
化
に
つ
い
て

▼
農
地
の
確
保
に
つ
い
て

▼
現
状
と
今
後
は




